
在宅医療推進センターにおける相談支援事業について

地域包括ケアシステムを推進するにあた
り、課題となっていること

医療と介護の両方の支援が必要な高齢者の増加

必然的に医療と介護の連携強化が必要

複数の疾患をもつ高齢者を支援するために、

医療と介護の連携を推進するための相談窓口を設置

（ケアマネジャー等支援者と医療との橋渡し役）し、
スムーズな連携を推進していく

ケアマネジャーは医療に
関する知識が求められる

資料５

結
果

市民サービスの向上



医師会、見附市立病院と連携した
医療・介護連携体制の目指すところ

・相談窓口（見附市委託）

医療・介護連携（多職種連携）

・在宅医療推進センター（医師会委託）

在宅医療の推進、医療連携

地域支援事業（見附市）

見附市在宅医療・
介護連携推進事業

見附市在宅医療・
介護連携推進事業

「相談支援事業」

医師会基金事業

（医師会コーディネータ―）

【見附市】

【医師会】

・在宅医療の
推進
・医療連携の
推進

目指す姿
医師会、市（在宅医療・介護連携推進事業）とが連携し、

在宅医療・介護の推進が

一体的に実施できる体制が構築される

【協働実施】

見附市立病院

R5.4.１～
医師会が、見附市立
病院へ在宅医療推進
センターを委託予定


